
 

 

 

「社会から求められる力（働くために必要な力）について」 

 

  産業現場等における実習先や卒業生の就労先の方々と話しをすると、共通して出てくることがあります。 

 それは、次に挙げる「社会から求められる力（働くために必要な力）」です。 

・自分のことは自分でできる（身辺自立、身だしなみ等）   ・あいさつや返事ができる 

・自己理解（自分の得意なことや不得意なこと等）        ・素直に指示に従う   ・時間を守る 

・自分の気持ちを伝える（嫌なこと、困っていること等）  ・嘘をつかない、ごまかさない  

・「すみません」が言える  ・報告、連絡、相談ができる  ・折り合いをつける  ・健康管理 等々 

 いかがでしょうか。これらの力はすぐに身につくものではありません。日々の積み重ねで培っていくもの

です。お子さんの生涯（キャリア）を考えた時に、今後どのような力を身につけていけばいいのか、そのた

めには、現段階で何をすればいいのかといったことを、これからもご家庭と一緒に考え、実践していければ

と考えております。 

 

卒業生のみなさんへ「祝 卒業」 

令和３年度卒業生 進路先一覧  

一般就労 

株式会社 ジャパンビューティプロダクツ福島工場（田村市 医薬品・化粧品製造） 

社会福祉法人北信福祉会 ハッピー愛ランドたむら（田村市 調理補助、用務員）※２名 

大橋機産株式会社（田村市 自動車関連部品製造） 

株式会社武蔵野 福島工場（郡山市 食料品製造） 

三春工業株式会社（田村郡三春町 オイルシール製造）               計６名 

福祉就労 

就労移行支援事業所 

ＳＯＣＩＡＬＳＱＵＡＲＥ郡山店（郡山市） 

就労継続支援Ｂ型事業所 

就労支援センター船引 （田村市）※２名    まちこちゃんの店（田村市） 

田村市授産場（田村市） でんでんむし（田村郡三春町） アクセスホームさくら（二本松市）                         

計７名 

進路だより 

福島県立たむら支援学校 
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令和４年３月１７日発行 

 高等部３年生の皆さん、御卒業おめでとうございます。今年度も新型コロナウイルスの影響があり、

就職先の減少や特別実習の制限など大変な状況の中ではありましたが、一人一人が自分の夢や目標を

明確にもち、進路を決定することができました。 

４月からはいよいよ社会へと羽ばたきます。仕事をすると困ったことや悩むことが必ず出てきます。

そのような時には、一人で抱え込まず、周りの人に相談をして下さい。必ずサポートしてくれます。も

ちろん、学校の先生に相談するのも大歓迎です。 

皆さんのご活躍を心から応援しています。 



中学部「進路指導の取り組みについて」 

  中学部では、小学校や小学部で学んだ基本的生活習慣などの学習を土台として、「仕事への興味や自分の将来

について考える」といった学習を行っています。中学部から作業学習や産業現場等における実習も始まります。

これらの活動をとおして仕事への興味や自分の将来について考えるだけでなく、働くために必要な基礎的な知識

や技能を学んでいます。生徒一人ひとりが将来の社会生活に向けて必要な力を身に付け、自分に合った進路選択

ができるように、家庭と連携しながら段階的に進路指導を進めていきたいと考えています。    （令和３年度） 

 1年 2年 3年 

1学期 

 

○総合学習（進路学習〔通年〕） 

○個別懇談（進路希望の確認） 

 

○総合学習（進路学習〔通年〕） 

○個別懇談（進路希望の確認） 

 

○総合学習（進路学習〔通年〕） 

○個別懇談（進路希望の確認） 

○高等部説明会 

○高等部体験学習 

2学期 

 

 

○産業現場等における実習（前期） 

○ゆめここ祭（販売活動） 

 

○産業現場等における実習（後期） 

○高等部体験学習 

○産業現場等における実習（前期） 

○ゆめここ祭（販売活動） 

○学校見学 

○産業現場等における実習（後期） 

○高等部入学希望者事前教育相談 

○産業現場等における実習（前期） 

○ゆめここ祭（販売活動） 

 

○産業現場等における実習（後期） 

3学期 

 

○個別懇談 ○個別懇談 ○個別懇談 

○高等部入学者選抜 

 

    

 

 

 

  （高等部体験学習）       （作業学習・約束の確認）       （産業現場等における実習） 

小学部 「卒業にむけて～中学部の見学と体験～」 

小学部児童が、中学部進学後の学習に見通しや期待感をもつことができるように、中学部の学習の様子を見学、

体験する学習を行いました。２月８日（火）に作業学習の見学、２月１０日（火）には体験をしました。 

８日の作業学習見学では、先輩方が静かに作業に取り組んでいる姿を見たり、初めて見る道具や機械に興味を

もったりして、作業学習への意欲を高めていました。 

１０日の体験当日は、３つの班で簡単な作業の体験をしました。今まで経験したことのない活動に不安もあっ

たようでしたが、中学部の先生の話をよく聞いてやり方を教わり、先輩の動きを手本にしてゆっくりと取り組み

ました。感想を聞くとそれぞれにやりたいことが見つかり、中学部での作業学習が楽しみになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

            

  

農工芸班 

(木工グループ) 

農工芸班 

(紙すきグループ) 

家庭班 

（織り機・ミシングループ）

プ         ） 


